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地域間幹線系統

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/content/001633926.pdf
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地域内フィーダー系統

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/content/001633926
df
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典型的な例

コミュニティバス
（フィーダー系統）

民間路線
（地域間幹線系統）

コミュニティバス
（フィーダー系統）

コミュニティバス
（市単独負担）

民間路線
（黒字路線）

鉄道

A市

B町 C市

コミュニティバス
（市単独補助）

デマンド型
乗合タクシー

（フィーダー系統）
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地域間幹線系統が補助落ちすると・・

地域間幹線系統
・事業者、都道府県、国にお任せでも自動的に維持
・接続するフィーダー系統は補助対象に

補助落ちすると・・・
・代替交通確保が必要に

数千万円単位の財政負担を伴う
隣接市町村、都道府県との調整業務も発生
撤退を伴う場合、事業者選定も必要

・接続するフィーダー系統補助対象外に

市町村も「我関せず」「言った者負け」ではいけません！
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地域間幹線系統にまつわる論点

幹線＝5×3？

地域間幹線系統の受益と負担の歪さ

輸送量という指標への不理解

県が主体となることの意義
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広域流動への対応の必要性

 3町村営バスを相互乗り入れ
し、通学時の乗り継ぎを解消

郡内唯一の高校への進学率向
上と、下宿率の低下を実現

地域間幹線系統ダイヤ見直し
により隣接市の進学校への通
学環境向上

おでかけ北設（愛知県北設楽郡）

公共交通で高校へ通学できない地区は人口減少が加速
進学する高校生だけでなく親も合わせて3人の若年層減
住民票の異動を伴わない隠れ人口減少
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公共交通改善が高校存続を決める

田口高校 佐久間高校

設楽町

東栄町

豊根村

町営バス＋JR乗り継ぎ
2017年

浜松湖北高等学校
佐久間分校化

2014年
東栄中学校一貫教育参加※

特別支援学校分教室開設
※他の郡内3中学は2007年から

町営バス同士乗り継ぎ

町営バス同士乗り継ぎ

2010年
町営バス相互乗入開始

相互乗入前
県外高校進学・郡外への下宿

町営バス＋JR乗り継ぎ
町営バス同士乗り継ぎ

町営バス同士乗り継ぎ

※地域間幹線系統の事例ではない
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地域公共交通の価値の表現

地域社会における
地域公共交通の価値を

表現する必要
利用者数、収支率、公的負担額、満足度といった評価指標
では、地域公共交通の地域における価値を表現できない

地域公共交通が住民の生活に及ぼす影響は財政負担の比
でなく、地域社会の持続可能性に直結
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地域公共交通の性能とは？

ネットワーク サービスレベル

量
対象地域内に張り巡らさ
れた路線の多さ（路線延
長，公共交通カバー率）

対象地域内で提供され
る輸送力（運行本数，実
車走行キロ）

質
目的地までの連続性（乗
り継ぎの有無，移動距
離・時間）

時間軸上に輸送力を配
分したもの（運行時間帯，
運行間隔，ダイヤ設定）

4要素の組み合わせにより住民が達成できる活動を表現

利用者数や収支率というアウトカム以前に、
性能というアウトプットを評価すべき
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行ける・行けない表の提案

目的地 教育機関や医療機関，買い物施設・
鉄道駅・公共施設
目的地の設定は任意

居住地 ある一定の単位の地区
（町字や自治会，学区など）
解像度の設定は任意
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行ける・行けない表の作成例

①始業時間や診察時間，列車時刻に間に合うか
②用事を済ませるだけの滞在時間が確保できるか
③常識的な時間に地区に帰着できるか
という観点からダイヤ設定の妥当性を判断
※所要時間，乗り継ぎの回数，運賃などの条件設定

目的地
A高校 B高校 C高校 D病院 E駅

居
住
地

地区A ○ ○ ○ ○ ○

地区B ○ × ○ ○ ○

地区C × ○ × × ×
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A高校 B高校 C高校 D高校 E高校 F高校 G高校 H高校 A病院 B病院 C病院 D病院 E病院 F病院 G病院 A駅 B駅 C駅 D駅

A市 ○ ○ ○ ○ ×
往復経路違い

× ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

B町 ○ ○ ○ ○ ×
往復経路違い

× ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

C町 ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

D町 ○ ○ ○ ×
往復経路違い

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

E町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

F町 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

G村 ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

目的地

出発地

高校 病院 交通結節点

行ける・行けない表の作成例

某地域での作成例
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地域間幹線系統の事業評価のナゾ

地域間幹線系統の事業評価を見ると

自主規制

自主規制

自主規制

自主規制

自主規制
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地域間幹線系統の事業評価

公共交通ライブラリー 検索

評価すべき指標と評価すべき視点を押さえる

幹線分析シート
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幹線の評価は本来こうあるべき

出典：津市地域公共交通活性化協議会資料
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地域間幹線系統の目標・評価は斯くあるべし

①地域の広域ネットワークの中での位置づけ
・広域流動への貢献度（行ける行けない表）

②系統のサービスレベルが十分なものであるか
・最低限度ではなく、運行時間帯・運行間隔を確保

③供給に見合った利用がなされているか
・利用者数、収支率、輸送量、平均乗車密度、広域流動量

これらを踏まえて関係者が認識合わせをする



22
参考資料

公共交通ライブラリー 検索

中部運輸局に良いマニュアル揃ってます

その他多数・・・
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参考資料

トヨタ・モビリティ基金
移動の仕組み8STEP

地域公共交通のトリセツ
https://kotsutorisetsu.com

公共交通トリセツ 検索

移動の仕組み 検索
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